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[再掲]臨時・非常勤職員人件費（千円）

投
入
コ
ス
ト

小　　　　計

小　　　　計

人
件
費

職
員
の

受益者負担

職員人工数

県支出金

職員の年間平均給与額（千円）

4,318合　　　　　計

5,685

5,183

4,4883,695

5,610

0.80

695

623

0

0.65

0

695

対象（誰、何に対して）

事業主体

年度】

事務事業を構成する細事業・天水地区３小学校の４年生を対象に、1泊2日で公民館に宿泊し
学校に通学する事業であり、子どもの自主性や思いやりの心や協
調性を育成する。
・地域住民の協力を基に尾田川の魚や生き物に触れる体験活動
を行ない家族の触れ合いや地域の人々と交流を図る。
・公民館講座を開催して、市民の生涯学習の場とする。
・高齢者を対象に多彩な講演内容を取り入れ、幅広い教養を身に
つける。

一部委託

はつらつ健康大学事業

意図（どのような状態に
したいのか）

尾田川つり大会事業

会計区分

総合計画での位置付け

基本目標（章）

事務事業の実施背景
（どのような問題又は
ニーズがあるのか）

施策区分

内部管理事務
事業区分

実施の根拠
（複数回答可）

市長公約

ソフト事業

該当なし

金額

玉名市教育振興基本計画

施設の維持管理事業建設・整備事業

千円】年度予定

国 民間

一般会計 特別･企業会計【

その他【

義務的事業

実施方法 直営

事
業
費

(

千
円

)

国庫支出金

その他

一般財源 623

実施

H17

期間限定複数年度

　いつでも、どこでも、だれでも学べるを、公民館活動の基本として、地域住民の学習要求に応え幅広い学
習講座を開催し、子どもから高齢者まで対象とした事業を考えていく必要がある。

市民、天水校区内児童４年生

主要施策（節）

平成26年度

(１)生涯学習の推進

事務事業事後評価表

起債

生涯学習推進事業(天水)

　子どもから高齢者まで、地域に根ざした公民館活動の充実と公民館の有効活用を目指すと共に、生涯
学習の推進を図り、学んだことを実践に結び付けられる人材の育成を目指す。

事務事業の名称

事業期間
年度～

単年度繰返し

計画等の策定事務

全部委託

H24年度決算

事務事業の具体的内容

H23年度決算

市県

単年度のみ

　重点
　施策

(2)社会教育の充実

③人をはぐくむまちづくり

年度まで】

細目

年度から】

新市建設計画【

社会教育法法令、県･市条例等【

その他の計画【

コミュニティ推進課

評価者（担当者）

担当課

石川　千春

　該当

】

795

0

4,039

0

795

その他【

天水町公民館講座事業

645

645

】

全体計画H25年度決算 H26年度予算

通学合宿事業

⇒

補助金等交付

0

4,8344,684

0.72

4,039

0.72

5,610 5,610
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≪事務事業の手段と活動指標≫

①
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≪事務事業の成果≫

≪事務事業の評価≫

≪今後の方向性と改善≫

■評価責任者記入欄■

〈判定〉

妥
当
性

有
効
性

A

〈判定〉

C

〈判定〉

C

高齢者大学で講演会等を開
催する。

単位

人

計算方法又は説明

％

通学合宿事業

天水町公民館講座事業

はつらつ健康大学事業

事務事業を構成する細事業

事業開催回数 回

公民館講座を開催する。

尾田川つり大会事業

2 公民館講座受講者数

1

成果指標（意図の数値化）

通学合宿参加率

講座の受講者延人数

活動指標

4

58

評価の説明

98 97

H23目標 H24目標

H23実績 H24実績

90 90

H25実績

H26目標

単位手段（細事業の具体的内容）

参加者人数

35講座開催回数

人
尾田川の水辺で魚やその他
の生き物に触れる。

４年生の子どもが1泊2日公民館
に宿泊して学校に通う。

成果向上の余地

92

評価の視点

9090

評価

参加率(参加者／対象者)

450

435

500 450450

516 470

4

48

56

4

54

5068

H25目標

50回

参加者人数

63 59 46

上位施策への貢献度

H26計画H25実績H23実績 H24実績

目標の達成度

実施主体の妥当性

事業を止めた場合、受益者に不利益が生じる
等の影響があるか。

税金を使って達成する目的か。また、役割が
薄れていないか。

市が実施すべき事業か。また、民間やNPO等
他の団体では実施できない事業か。

廃止・休止の影響

自主講座に移行していくよう協力を求
めマンネリ化しないように市民のニーズ
にあった講座を企画し、受講しやすい
環境作りを検討し増加に繋げる。通学
合宿は、関係団体の負担減を図り、１
泊２日で実施した。事業によっては(は
つらつ健康大学)他の事業(高齢者学
級)と類似するので統合の検討が必要
である。

十分

余地なし

目的の妥当性

余地あり

未達成

成果がもっと上がる余地はないか。

成果指標の目標値は達成できたか。

上位施策の目的達成に貢献しているか。
不十分

余地なし

縮小を検討

評価項目

今後の方向性

公平性 受益者負担の余地

コスト低減の余地

事業統合の余地

効
率
性

余地あり

余地なし

拡充して継続

】

通学合宿は、子ども体力やボランティア関係団体の負担減を図り１泊２日で実施し天水地区３小学校
(４年生)の交流体験を多く取り入れ内容を見直した。

余地なし

休止・廃止を検討現状のまま継続

事業によっては、参加料や材料費を受
益者負担としている。

受益者負担について、これ以上検討の余地は
ないか。また、対象、負担額等は適切か。

余地あり

達成

影響なし

影響あり

人

問題あり

問題あり

問題なし

4

50

講座内容より受講者の人数が限られ、
講座時期により受講者数が減少してい
る。
今後もアンケート等で受講ニーズを把
握し、講座内容、時期を検討していく。

子どもから高齢者まで気軽に学び、体
験する機会が必要であり、廃止すれ
ば、地域社会の教育力、家庭教育力へ
の影響が考えられる。

類似する他の事務事業との統合について、こ
れ以上検討の余地はないか。 余地なし

余地あり

余地あり

問題なし

コストの低減について、これ以上検討の余地
はないか。

余地あり

余地なし

事業によって固定化されていた参加者が少しずつ広がり、特に講座に対して関心を
もつようになった。

廃止他事業と統合民間活用改善・見直し細事業の効率化【

評価責任者（課長）の所見

事務事業の執行上、簡素化又は改善できるプ
ロセスはないか。

民間委託など民間活力の活用について、これ
以上検討の余地はないか。

執行方法改善の余地

民間の活用の余地

昨年からの見直し・改善状況

玉名市教育振興基本計画の中で児童通学合宿の推進により家庭・学校・地域が連携を深め協働する
ことで地域全体の教育を高めるという目的に繋げるために地域ボランティアの増加や学校、PTA役員
の協力ができる内容を検討し見直していく。また、類似する事業(はつらつ健康大学)や参加者減少の
事業(尾田川つり大会)は、関係団体の意見を聞きながら事業の統合等を検討する。

判断理由及び見直し・改
善の具体的内容

評価責任者

坂本　政輝
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